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Agenda

1. ITS情報通信システム推進会議の紹介
 活動方針と体制
 自動運転に関わる成果

2. 5.9GHz帯V2Xの検討
 SIP-adus、総務省との連携活動（R3年度）
 机上検証と実証実験の評価
 検討事例紹介
 ガイドラインの策定

3. 今後の活動について
 SIP第2期「5.9GHz帯V2Xシステムの通信プロトコル検討」との連携
 通信プロトコルの調査
 これまでの全体検討フローと今後の対応
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【参考】SIP協調型自動運転ユースケース －SIP資料より抜粋－
a. 合流・車線変更支援（例）:V2I,V2V b. 信号情報（例）:V2I,V2N

c. 先読み情報:衝突回避（例）:V2I,V2V

e. 先読み情報:緊急車両回避（例）:V2V,V2I,V2N f. インフラによる情報収集・配信（例）:V2I,V2N

g. 隊列・追従走行（例）:V2V h. 遠隔操作（例）:V2N

d. 先読み情報:走行計画変更（例）:V2I,V2N
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検討事例紹介 －管制／調停が発生するユースケース:a-1-3 通信要件－

機能分類 通信要件

ユースケース 路側管制による本線車両協調合流支援

No. a-1-3

メッセージ名 位置情報 管制要求 調定要求／更新要求 調定応答／更新応答

通信形態 V2I（I → V） V2I（V → I） V2I（I → V） V2I（V → I）

通信相手 非特定車両 路側インフラ 特定車両 特定車両

対象エリア(最小範囲) 合流起点6秒前から合流起点まで 管制要求範囲内 管制要求範囲内 管制要求範囲内

エリアあたり送信台数 1台 1台 1台（×管制数） 48台 ※5

必要通信距離 ※1 連絡路:67.8~118.6m
本線:112.5~270.0m 67.8~118.6m 連絡路:67.8~118.6m

本線:112.5~270.0m
連絡路:67.8~118.6m
本線:112.5~270.0m

最大相対速度
連絡路:20~70㎞/h
本線:20~120㎞/h

連絡路:20~70㎞/h
本線:20~120㎞/h

連絡路:20~70㎞/h
本線:20~120㎞/h

連絡路:20~70㎞/h
本線:20~120㎞/h

最大データサイズ
(セキュリティオーバーヘッド
250byte含む)

5236 byte(4986+250)
想定台数:184台 ※3

287byte
(37+250)

369byte
(119+250) ※4

287byte
(37+250)

周期型／非周期型 周期型 非周期型 非周期型 非周期型

送信周期 100ms 不定 ※6

1パケット当たりPAR PAR≧99％（仮） PAR≧99％（仮） PAR≧99％（仮） PAR≧99％（仮）

無線区間許容遅延 規定しない 100msを想定 100msを想定 100msを想定

※1
路側インフラを合流起点に設置
し、高低差を無視した値となる

※3
本線3車線、連絡路1車線の
場合。
連絡路2車線と本線6車線(想
定台数368台)では
9954+250=10204 byteと
なる。

※4
管制応答メッセージでは、行動
開始予定時間の情報要素:2 
byteを追加した121＋
250=371 byteとなる。

※5
本線3車線、連絡路1車線とし
て、車両密度12台/車線で試
算した場合。
本線6車線、連絡路2車線とし
た場合は、送信台数は96台と
なる。

※6
ユースケースa-1-3の送信周期
については2.5.1.4節や
2.5.1.6節の説明を参照のこと。

 ユースケース実現に向けては、通信仕様・運用条件の確認、通信要件との整合など、机上／実機での更なる検証が必要。







SAE ETSI CCSA

全体 【DSRC】
SAE J2945
:Guidance

【C-V2X】
SAE J3161:Profiles

【DSRC】
ETSI TS302 665:Communication 
Architecture

【C-V2X】
ETSI TS103 723:LTE-V2X 
Profile

【C-V2X】
YD/T 3400:General 
Requirements

プ
ロ
フ
ァ
イ
ル

アプリケーション
・ファシリティ

【BSM他】
SAE J2735:Message Set Dictionary
(BSM,ICA,MAP,PSM,SPaT等含む)

【CAM/DENM】
ETSI EN302 637:Basic Set of Applications
(SPAT,MAP,VAM等別途)

【BSM他】
YD/T 3709:Message Layer

トランスポート
・ネットワーク

【WSMP】
IEEE1609.3:WAVE Networking services
(WAVE short message protocol)

【GeoNetwork】
ETSI EN302 636-5:GeoNetworking
:Basic transport protocol

【DSMP】
YD/T 3707:Network layer
(Dedicated short  message, 
Adaptation Layer)【DSRC】

ETSI EN302 636-4-1
:Addressing/forwarding

【C-V2X】
ETSI TS102 636-4-3
:Addressing/forwarding

アクセス 【DSRC】
IEEE1609.4:Multi-
channel operation
IEEE802.11p

【C-V2X】
3GPP TS23.285:
(LTE V2X PC5)

【DSRC】
EN302 663:ITS-G5 Access layer
IEEE802,11p

【C-V2X】
EN303 613:LTE-V2X 
Access Layer

【C-V2X】
YD/T 3340:Air interface of 
LTE-based vehicular 
communication

運
用
方
式

輻輳制御 【DSRC】
SAE J2945/1
:On-Board System

【C-V2X】
SAE J3161/1
:On-Board System

【DSRC】
TS102 687:Decetralized 
Congestion Control

【C-V2X】
TS103 574:Congestion 
Control Mechanisms

【C-V2X】
(3GPP C-V2Xを参照:ETSI 
TS 103 574と同様と想定)

セキュリティ IEEE1609.2:WAVE Security Services
IEEE1609.2.1:Certificate Management
SAE SS V2X 001:Security Specification
SAE J2945/5:Service Specific 
Permissions

TS102 940:Architecture
TS102 941:Trust/Privacy
TS102 942:Access Control
TS102 943:Confidentiality
TS102 731:Security Services and Architecture
TS103 097:Security header/certificate format

YD/T 3594:General 
technical requirements of 
security for vehicular 
communication based on 
LTE

欧・米・中の標準化団体の通信プロトコルの検討動向を踏まえ、SIPユースケース実現のための検討を進める

検討事例紹介 －各国の通信プロトコルの調査－
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ご清聴ありがとうございました


